
事務局からのお知らせ

決算・事業報告

　会費納入の際には同封いたしました事務局指定の振込用紙を
使用し、必ず、学籍番号をご記入ください。同姓同名の方がいる
ため、振込みされた方の特定が出来ない場合があります。学籍
番号はお送りしました封筒の住所シール右下に印字されています
ので、ご確認ください。
　なお、すでに会費納入済みの方には、振込用紙は同封されて
おりません。
※振込手数料は会員の方のご負担となりますのでご了承ください。
※一括での納入が困難な場合は、分割払いを認めております。
　詳細につきましては事務局までご連絡ください。

  同窓会は会員皆様の会費で運営しております。
  この機会にぜひ、納入くださいますようお願いいたします。

会費納入について

　会報への寄稿につきましては、随時受付しております。特に
テーマは定めておりませんので、皆様の近況報告や、紀行文・
エッセイなど、ぜひお寄せください。

会報への寄稿について

https://www.do-johodai.ac.jp/nanakamado/nanakamado.php

　北海道情報大学学内報「ななかまど」のバックナンバーは大
学のホームページで閲覧することができます。この機会にぜひ
ご覧ください。

ななかまどについて

［業務内容］
会員情報の管理／会誌及び出版物の発行／ホームページの運営／
その他本会の目的達成に必要な事業

北海道情報大学同窓会事務局

〒069－8585 北海道江別市西野幌59－2（北海道情報大学内）
● TEL：011－385－5233（直通・FAX兼）
● URL:https://www.hiu-dosokai.net/
● E-mail：dosokai@do-johodai.ac.jp
● 業務時間:火曜日の9:00～15:00

［お問い合わせ］

　同窓会より会報や総会・講演会の案内等お送りすることがあ
ります。氏名及び住所等に変更があった方は、お手数ですが、必
ず同窓会事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。
　また、郵便局に転居届を出されますと、ご実家の住所では郵
便物が届かないことがあります。送付先にご実家を希望される
方は、お手数ですが世帯主のお名前もお知らせくださいますよう
お願いいたします。

住所等変更について

※住所変更をされる方は、右の二次元コードをご利用ください。
※ご返信いただきました情報は、今後の同窓会活動における様々な案内及び
　会報等の発送の際に使用させていただきます。

［２０２２年度予算］
収　入（単位：円）

収入合計

会　費 12,090,000
12,090,000

支　出（単位：円）
事業費
　１.会報発行・ななかまど発送費
　２.広報費
　３.ＨＩＵとの意見交換会費
　４.学生活動補助費
　５.交流会支援制度費
　６.北海道情報大学教育研究振興募金
　７.新型コロナウイルス学生支援
　８.大学行事支援費
　９.交流会開催費
 10.ホームカミングデイ開催費
 11.入学奨励金
終身会費返還
会議費
事務費
　１.備品費
　２.消耗品費
　３.通信費
　４.事務運営費
雑費
　　　　 支出合計

10,378,000
1,500,000
78,000
150,000
2,000,000
200,000
1,000,000
2,000,000
1,000,000
300,000
150,000
2,000,000
300,000
2,355,000
711,000
5,000
60,000
60,000
586,000
100,000

13,844,000

［２０２２年度事業計画］
●本部役員会開催（５月、１０月、３月を予定（必要に応じて臨時役員会を開催））
●本部・支部連絡会議開催（２月を予定（必要に応じて臨時会議を開催））
●会報第20号発行
●入学支援制度事業（入学奨励金給付）
●北海道情報大学教育研究振興募金への協力(OB･OG交流会支援含む)
●新型コロナウイルス学生支援
●学生活動支援（体育祭助成金・蒼天祭協賛金・大花火助成金他）
●大学行事支援（入学祝品・卒業記念品他）
●ななかまど発送（年２回、内、会報に同封１回）
●同窓会交流会
※役員会は当面メール等で対応、ホームカミングデイは中止
※イベントの開催有無につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染リスクを考慮して
　判断します。

本学では、グローバル人材育成支援、学生支援、教育研究支援、地域連携支援、教育施設・設
備整備支援を遂行する資金確保を目的として「北海道情報大学教育研究振興募金」の募集を
行っております。本会からも本募金に対する寄附を行っています。同窓生の皆様で
本募金の趣旨にご賛同いただける場合は、ご支援ご協力をお願いいたします。
寄附のお申し込み等詳細は本学公式Webサイトをご参照ください。
● https://www.do-johodai.ac.jp/kifu/

北海道情報大学同窓会
Facebookページ

［２０２1年度事業報告］
学内報ななかまど発送
入学式　式典用花・入学祝品贈呈
2020年度監査
2021年度第1回役員会（コロナの為、メールにて開催、
資料配付）
入学奨励金承認(給付通知書発送)
キャリアサポートオンライン開催　同窓生講演への補助
本学の新型コロナウイルス対策支援
北海道情報大学大学祭（オンライン大学祭協賛）
北海道情報大学教育研究振興募金への協力
会報第19号発行
OB・OG交流会　旅費・PCR等検査への補助
臨時役員会（コロナの為、メールにて開催、資料配付）
2021年度第2回役員会（コロナの為、メールにて開催、
資料配付）
学位記授与式　式典用花・卒業記念品贈呈
役員会にて承認
2022年度より監査役交代（古賀監査から杉下監査に
交代）

「ご寄附のお願い」

5日
7日
21日
28日

4日
27日
26日

9日・10日
18日
1日
1日
8日
15日

18日

 4月

5月

6月
7月
8月
10月

12月
2月

3月

3月

※当面火曜日のみの業務とさせていただきます。

北海道情報大学
教育研究振興募金

収　入（単位：円）

収入合計

会　費 14,984,000
14,984,000

［２０２１年度決算］

支　出（単位：円）
事業費
　1.総会費
　2.会報発行・ななかまど発送費
　3.広報費
　4.ＨＩＵとの意見交換会費
　5.学生活動補助費
　6.交流会支援制度費
　7.北海道情報大学教育研究振興募金
　8.新型コロナウイルス対策支援金
　9.大学行事支援費
 10.交流会開催費
 11.ホームカミングデイ開催費
 12.入学奨励金
終身会費返還
会議費
事務費
　１.備品費
　２.消耗品費
　３.通信費
　４.事務運営費
雑費
　　　　 支出合計

6,621,431
0

1,306,663
46,200

0
162,468

0
1,000,000
2,000,000
906,100

0
0

1,200,000
0

10,000
441,675

0
35,180
49,335
357,160
45,039

7,118,145

　本学大学院経営情報学研究科（修士課程）は平成8年に
開設され、約200名の修了生を社会に送り出してきていま
す。当初は教員の研究室が並ぶ棟の２階に大学院生室が
あり、遅くまで研究に没頭している大学院生の姿を見かけ
た方もいらっしゃると思います。現在はeDCタワー９階に場
所を移したため、あまり大学院生の普段の様子を目にする
機会は無いかもしれませんが、１フロア全てが大学院生の
ための空間という恵まれた環境のもと、日々の学修に勤し
んでいます。
　近年の情報化社会の動きはあまりに早く、その真っ只中
で自らの人生を切り開いていくには、かつてとは違った価値
観に対応していく能力が求められています。多様性が尊重

されるようになり、その中で自分の存在価値を高めるため
には、自らの「強み」を磨き上げていかなくてはなりません。
その場が大学院です。
　本学大学院は、デジタルビジネス・マネジメント、システム
デザイン、クリエイティブメディアの3分野を擁し、来年度か
らはメディカル・ヘルスケアIT分野を開設して4つの研究分
野を展開します。本学学生の場合、4年次に大学院の授業
を受講できる特別科目等履修生という制度があり、入試は
推薦（6月頃）・1次募集（9月）・2次募集（2月）の3回設定され
ています。推薦入試（小論文・面接）の受験には条件があり
ますが、入学検定料免除という大きなメリットがあります。1
次・2次募集では、外国語（英語）・専門科目・面接の試験が
あります。
　大学院では2年間で修士論文等の作成を含む30単位以
上を修得することにより、修士（経営情報学）の学位が授
与されます。学部では4年間で124単位以上が必要なため、
比較すると時間割にかなり余裕があることがわかります。
それは、自らの学修・研究に十分に時間を注ぎ、修士論文
等を完成させるためです。また、1学年の定員も15名となっ
ており、少人数で密度の濃い授業を受講できます。こんな
に贅沢な時間は無いでしょう。実際、社会に出てからも、
チャンスがあれば学びたいとお考えになる方は大勢いらっ
しゃいます。本学大学院にも、かつての卒業生が再び学び
に来ることが増えてきました。そのような方のために、1次・
2次募集では社会人特別選抜試験（小論文・面接）も行っ
ています。
　在学生はもちろん、卒業生の皆様も、入学したい気持ち
があれば、大学院でかけがえのない宝物のような時間を過
ごしていただきたいと思います。

更なる研鑽の場-大学院

模擬店前の歩行部分にレンガを敷き歩きやすくなりました模擬店前の歩行部分にレンガを敷き歩きやすくなりました3年ぶりの蒼天祭花火3年ぶりの蒼天祭花火
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「北海道情報大学同窓会入学奨励金」のご案内
　この制度は、本会会員のご家族が本学に入学した場合、入学後の手続きにより入学
金相当額を上限として入学奨励金を給付する制度です。
　今年度は6件の申請があり、全員の給付を決定。既に入学奨励金の給付を終えまし
たことをご報告いたします。
　来年度、大学進学を検討されているご家族がいらっしゃる場合は、ぜひ母校の受験をお
勧めいただき、入学された際には本奨励金の申請をお願いいたします。申請方法等詳しくは
同窓会Webサイトをご覧ください。  https://www.hiu-dosokai.net/admissionsubsidy

大学院研究科長
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　会計課、就職課、教務課と渡り歩き、この令和4年4月から本学の
理事・事務局長という大役を仰せつかりました平成6年3月卒、経営
情報学部二期生の瀧澤浩基です。私が学生の時、本学は教室と
実習室、研究室と小さい食堂、図書室、体育館があるだけで、学生
数も経営学科と情報学科の2学科で入学定員は200名の本当に小
さい大学でした。しかし、現在は松尾記念館や学生寮、eDCタワー
などが建ち、テニスコートや野球場、グラウンドも整備され、通学生
約1,800名、通信教育部生約4,400名（科目等履修生含む）と合計
で6,200名以上の学生が学んでいるのを間近で見ていると非常に
感慨深いものがあります。また、通信教育部や大学院、情報メディ
ア学部、医療情報学部を開設し、大きく発展してきたことを振り返る
と、時が経つのはあっという間だったと感じています。当時の専任の
先生方で、現在でも在職されているのは数学の松井先生一人だ
けになってしまいました（ちなみに英語のサイモン・ソーラ先生は当
時非常勤でした）。最近では、卒業生が起業した会社に本学の学
生が就職したり、卒業生が子供とオープンキャンパスに参加するこ

とや卒業生の子供が入学することも多くなり、大変嬉しく感じます。
　思い返すと、私が本学で働いているのは、学生時代、就職活動
で自己分析や業界研究等は行ってみましたが特にやりたいことが
あるわけではなく、ゼミナールの田中祐二先生から、職員の採用が
あるので受けてみないかと言われたのがきっかけです。そんなやり
たいことがよく分からなかった私が就職課で働き、学生に進路指導
を行っていた頃、よく「やりたい仕事が分からない」という学生がいま
した。私はその時、「やりたい仕事が決まっている学生は素晴らしい
と思うが、決まっていないことはいけない訳ではない」と正直に話し
ていました。実際、現在でもやりたい仕事は何かと聞かれると、私自
身本学で勤務できたことは幸せであり、学校経営の知識をもっと身
に付け母校を発展させたいという気持ちはもちろんありますが、答
えに窮するのが本音かもしれません。
　以前、キャリアデザインには、「いかだ下り」と「山登り」の方法があ
ることを学んだことがあります。「いかだ下り」とは、目の前にあるもの
に懸命に取り組む中で目標を発見していく偶発的な方法であり、
「山登り」は明確な目標を定めて計画的に取り組む方法ですが、ど
ちらが正解という訳ではないと思っています。ただ、13年間学生の
就職指導を行っていた私が最近思っているのは、いつまでもやりた
いことが何なのかを追い求め、学び続けることが大切なのではない
かということです。
　卒業生の皆さん、同窓会に協力を得ながら今後も本学を発展さ
せて参りますので、ぜひ遊びに来てください。お待ちしています。

　人生のキーパーソンとなる二人を紹介しながら、私のお話をさせ
ていただければと思います。　
　私は恥ずかしながら２回離婚を経験しています。しかし、それが
大きなきっかけとなり、現在在住している十勝の芽室町での仕事に
集中します。当時、先代から続く金物屋の事業を継いだものの、ビジ
ネスの柱を一本とするには危険だと、父の病気によって実感します。
　私は、「リスク分散」を考え、ドローンを使った動画制作を始めまし
た。レースドローンの操縦やドローンの分解・再構築が楽しくて惹き
込まれました。その中で、北海道はドローンの素材の宝庫であること
に気づき、芽室町を発信していきたいという気持ちが芽生え、北海
道十勝の良さがPRできる映像制作などに取り組んできました。
　そして一人目のキーパーソンとなる現妻と出会います。結婚は懲
り懲りだと最初は思っていましたが、何より彼女の第一印象が良
かったのです。過去いろいろあった自分を包み込んでくれるような
人でした。私の仕事は多岐に渡っていましたが、彼女は仕事のこと
に関して触れません。立ち行かなくなった時だけ、心を軽くする言葉
をくれ、その緩急には、敬服するばかりです。母としての強さも感じま
す。過去の理解をしつつ、今の家庭を大切にして欲しいと、示しま
す。今があるから未来を築くことができる。それを教えてくれました。
　そして二人目のキーパーソンである上妻(アゲツマ)さん。
　実は男性で、彼の苗字です。大学で出会いました。ズバリとも
のを言う、稀有な存在で、忖度なくものを言います。私が芽室町
に帰って父の事業承継をしようとした時に彼を引き摺り込んだの
ですが、69歳の親父と30歳の上妻は馬が合わず、結果二人は
決裂します。そこで私は、上妻に出資。キャンプ事業への転換を
提案し、彼はキャンプラボというアウトドアショップ経営を始めまし
た。商品販売だけでなく、レンタルサウナやキャンプのアテンド等、
撮影のサポートを依頼することが多くなり、自分の大切なビジネス

パートナーとなりました。
　現在の私は、先代から続く金物店の取締役代表、映像会社
Rabbitsの代表取締役としてドローンパイロットやカメラマン、配信業
務を担当。日本ふるさと創生株式会社 芽室支店長として芽室町の
ふるさと納税返礼品を出品し、地域活性化に努めています。そし
て、先日芽室町で初開催された食べ物・音楽・サウナ・キャンプ等
十勝の魅力を終結した「かちフェス」の実行委員として、奮闘し、１
万人を超える集客のイベントを成功させました。
　別れの後には、新たな出会いがある。今が幸せと胸張っていえま
す。特に今回紹介した二人は私の人生を変えたキーパーソンであ
り、感謝しかありません。北海道の地で、今までに出会った人や今後
出会う人とのご縁を大切にし、私のふるさとである北海道、十勝、芽
室町のために更に貢献していきたいと思っています。

株式会社三浦商店　https://msyouten.com
株式会社Rabbits　https://rabbits.movie
株式会社CAMPLABO　https://camplabo.jp

事務局長就任の
ご挨拶

瀧澤　浩基さん
事務局長

人生のキーパーソン

システム情報学科

三浦　啓太郎さん
平成24年(2012年)卒業

本学軟式野球部が新人戦で優勝
　令和4年6月25日から7月4日まで江別市営球場で開催された北海道地区大学軟式野球連盟主催の新
人戦が、参加大学8大学のトーナメント形式で行われ、決勝戦で北海学園大学（春季1部リーグ優勝）を
4対3で破り、本学の軟式野球部が見事優勝しました。
　また、軟式野球部は春季4部リーグで優勝し、3部リーグ昇格を決めています。
　この軟式野球部の快挙をお祝いして、同窓会から記念品として軟式球120個を贈呈いたしましたことを
ご報告いたします。
　秋季3部リーグ戦で全勝優勝、2部昇格を決め、快進撃が続いています。

蒼天祭「同窓会限定企画」開催報告
　例年蒼天祭と同時に「同窓会ホームカミングテイ」を開催していましたが、新型コロナウイルスの感染が収束していないため中止とし、「同窓会
限定企画」として卒業生にモギ券を配付しました。今回は約70名の卒業生にご来場いただきました。ありがとうございました。
　2日間とも天気に恵まれ、久しぶりの対面での蒼天祭は、在学生、卒業生、教職員等にとって例年以上に特別な時間となりました。

　新型コロナウイルス感染症等により中止やオンライン開催となって
いた体育祭・蒼天祭を3～4年ぶりに会場開催で実施することがで
きました。多くの学生が経験のない両イベントですが、学生実行委
員会生も経験がなく、先輩方や教職員の方々のご協力により無事
に成し遂げることができました。
　今年度の体育祭は感染対策を踏まえソフトボール・ドッジボール・
ソフトテニス・ボッチャを実施しました。特にボッチャは東京パラリン
ピックを参考に今年初めて取り入れた競技で、誰でも楽しんでいた
だけるようにと思い取り入れました。親しみやすいプレイ方法であり
ながら、戦略性のあるルールで初めてプレイしていただいた方にも
楽しんでいただけました。例年人気のあるソフトボールは今年も盛
況で、熱い戦いが繰り広げられました。また、例年開催をしておりま
したジンギスカン交流会ですが開催を取りやめ、学生支援の一環と
して体育祭に参加していただいた方に学食とペットボトル飲料の無
料提供を行いました。競技だけでなく飲食の面でも学生の皆様に
喜んでもらえる体育祭にすることができました。学生だけでなく、教
職員も楽しめる4年ぶりの体育祭になったと思います。
　10月8日（土）、9日（日）は3年ぶりに蒼天祭を会場開催することがで
きました。今年の蒼天祭のテーマは『Re:boot～私たちの青春～』で

した。対面授業や会場開催の蒼天祭が戻ってきたことで、新たに気
持ちを再起動（reboot）したいという気持ちを込めました。学内では
それぞれのゼミ・サークルの特色を活かした展示や様 な々模擬店
が出展されました。さらに蒼天祭の最後には花火の打ち上げを行
いました。秋の夜空に280発の様 な々花火が打ち上げられ、２日間を
明るく彩りました。２日間合わせて1,000名程のお客さまにご来場して
いただくことができました。アミューズメントやSO-TEN LIVEの取り
止め、一部の団体には感染対策のため展示の変更をしていただく
など規模を縮小しての開催でしたが、新たな形の蒼天祭を楽しん
でいただけたと思います。
　数年ぶりの体育祭・蒼天祭で学生実行委員会としても慣れない
部分が多 あ々りましたが、両イベントとも無事に成功したことを嬉しく
思います。今年は以前までとは違い、各所に新型コロナウイルス感
染症対策を施さなくてはならず、例年通りに開催できないもどかしさ
がありました。そんな中でもご助力いただきました教職員の方 や々ゼ
ミ・サークルの皆様、ご協賛を頂きました同窓会や企業の方々、ご来
場頂きました同窓生や地域の皆様のおかげで体育祭・蒼天祭が良
い思い出となりました。心より御礼申し上げます。来年度以降もより良
い体育祭、蒼天祭を開催してまいります。学生実行委員会一同、来
年以降も努力してまいりますので今後ともよろしくお願い致します。

体育祭・蒼天祭を
終えて

川村　恵利緒さん

学生実行委員会 委員長
システム情報学科3年
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　会計課、就職課、教務課と渡り歩き、この令和4年4月から本学の
理事・事務局長という大役を仰せつかりました平成6年3月卒、経営
情報学部二期生の瀧澤浩基です。私が学生の時、本学は教室と
実習室、研究室と小さい食堂、図書室、体育館があるだけで、学生
数も経営学科と情報学科の2学科で入学定員は200名の本当に小
さい大学でした。しかし、現在は松尾記念館や学生寮、eDCタワー
などが建ち、テニスコートや野球場、グラウンドも整備され、通学生
約1,800名、通信教育部生約4,400名（科目等履修生含む）と合計
で6,200名以上の学生が学んでいるのを間近で見ていると非常に
感慨深いものがあります。また、通信教育部や大学院、情報メディ
ア学部、医療情報学部を開設し、大きく発展してきたことを振り返る
と、時が経つのはあっという間だったと感じています。当時の専任の
先生方で、現在でも在職されているのは数学の松井先生一人だ
けになってしまいました（ちなみに英語のサイモン・ソーラ先生は当
時非常勤でした）。最近では、卒業生が起業した会社に本学の学
生が就職したり、卒業生が子供とオープンキャンパスに参加するこ

とや卒業生の子供が入学することも多くなり、大変嬉しく感じます。
　思い返すと、私が本学で働いているのは、学生時代、就職活動
で自己分析や業界研究等は行ってみましたが特にやりたいことが
あるわけではなく、ゼミナールの田中祐二先生から、職員の採用が
あるので受けてみないかと言われたのがきっかけです。そんなやり
たいことがよく分からなかった私が就職課で働き、学生に進路指導
を行っていた頃、よく「やりたい仕事が分からない」という学生がいま
した。私はその時、「やりたい仕事が決まっている学生は素晴らしい
と思うが、決まっていないことはいけない訳ではない」と正直に話し
ていました。実際、現在でもやりたい仕事は何かと聞かれると、私自
身本学で勤務できたことは幸せであり、学校経営の知識をもっと身
に付け母校を発展させたいという気持ちはもちろんありますが、答
えに窮するのが本音かもしれません。
　以前、キャリアデザインには、「いかだ下り」と「山登り」の方法があ
ることを学んだことがあります。「いかだ下り」とは、目の前にあるもの
に懸命に取り組む中で目標を発見していく偶発的な方法であり、
「山登り」は明確な目標を定めて計画的に取り組む方法ですが、ど
ちらが正解という訳ではないと思っています。ただ、13年間学生の
就職指導を行っていた私が最近思っているのは、いつまでもやりた
いことが何なのかを追い求め、学び続けることが大切なのではない
かということです。
　卒業生の皆さん、同窓会に協力を得ながら今後も本学を発展さ
せて参りますので、ぜひ遊びに来てください。お待ちしています。

　人生のキーパーソンとなる二人を紹介しながら、私のお話をさせ
ていただければと思います。　
　私は恥ずかしながら２回離婚を経験しています。しかし、それが
大きなきっかけとなり、現在在住している十勝の芽室町での仕事に
集中します。当時、先代から続く金物屋の事業を継いだものの、ビジ
ネスの柱を一本とするには危険だと、父の病気によって実感します。
　私は、「リスク分散」を考え、ドローンを使った動画制作を始めまし
た。レースドローンの操縦やドローンの分解・再構築が楽しくて惹き
込まれました。その中で、北海道はドローンの素材の宝庫であること
に気づき、芽室町を発信していきたいという気持ちが芽生え、北海
道十勝の良さがPRできる映像制作などに取り組んできました。
　そして一人目のキーパーソンとなる現妻と出会います。結婚は懲
り懲りだと最初は思っていましたが、何より彼女の第一印象が良
かったのです。過去いろいろあった自分を包み込んでくれるような
人でした。私の仕事は多岐に渡っていましたが、彼女は仕事のこと
に関して触れません。立ち行かなくなった時だけ、心を軽くする言葉
をくれ、その緩急には、敬服するばかりです。母としての強さも感じま
す。過去の理解をしつつ、今の家庭を大切にして欲しいと、示しま
す。今があるから未来を築くことができる。それを教えてくれました。
　そして二人目のキーパーソンである上妻(アゲツマ)さん。
　実は男性で、彼の苗字です。大学で出会いました。ズバリとも
のを言う、稀有な存在で、忖度なくものを言います。私が芽室町
に帰って父の事業承継をしようとした時に彼を引き摺り込んだの
ですが、69歳の親父と30歳の上妻は馬が合わず、結果二人は
決裂します。そこで私は、上妻に出資。キャンプ事業への転換を
提案し、彼はキャンプラボというアウトドアショップ経営を始めまし
た。商品販売だけでなく、レンタルサウナやキャンプのアテンド等、
撮影のサポートを依頼することが多くなり、自分の大切なビジネス

パートナーとなりました。
　現在の私は、先代から続く金物店の取締役代表、映像会社
Rabbitsの代表取締役としてドローンパイロットやカメラマン、配信業
務を担当。日本ふるさと創生株式会社 芽室支店長として芽室町の
ふるさと納税返礼品を出品し、地域活性化に努めています。そし
て、先日芽室町で初開催された食べ物・音楽・サウナ・キャンプ等
十勝の魅力を終結した「かちフェス」の実行委員として、奮闘し、１
万人を超える集客のイベントを成功させました。
　別れの後には、新たな出会いがある。今が幸せと胸張っていえま
す。特に今回紹介した二人は私の人生を変えたキーパーソンであ
り、感謝しかありません。北海道の地で、今までに出会った人や今後
出会う人とのご縁を大切にし、私のふるさとである北海道、十勝、芽
室町のために更に貢献していきたいと思っています。

株式会社三浦商店　https://msyouten.com
株式会社Rabbits　https://rabbits.movie
株式会社CAMPLABO　https://camplabo.jp
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本学軟式野球部が新人戦で優勝
　令和4年6月25日から7月4日まで江別市営球場で開催された北海道地区大学軟式野球連盟主催の新
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　秋季3部リーグ戦で全勝優勝、2部昇格を決め、快進撃が続いています。
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限定企画」として卒業生にモギ券を配付しました。今回は約70名の卒業生にご来場いただきました。ありがとうございました。
　2日間とも天気に恵まれ、久しぶりの対面での蒼天祭は、在学生、卒業生、教職員等にとって例年以上に特別な時間となりました。

　新型コロナウイルス感染症等により中止やオンライン開催となって
いた体育祭・蒼天祭を3～4年ぶりに会場開催で実施することがで
きました。多くの学生が経験のない両イベントですが、学生実行委
員会生も経験がなく、先輩方や教職員の方々のご協力により無事
に成し遂げることができました。
　今年度の体育祭は感染対策を踏まえソフトボール・ドッジボール・
ソフトテニス・ボッチャを実施しました。特にボッチャは東京パラリン
ピックを参考に今年初めて取り入れた競技で、誰でも楽しんでいた
だけるようにと思い取り入れました。親しみやすいプレイ方法であり
ながら、戦略性のあるルールで初めてプレイしていただいた方にも
楽しんでいただけました。例年人気のあるソフトボールは今年も盛
況で、熱い戦いが繰り広げられました。また、例年開催をしておりま
したジンギスカン交流会ですが開催を取りやめ、学生支援の一環と
して体育祭に参加していただいた方に学食とペットボトル飲料の無
料提供を行いました。競技だけでなく飲食の面でも学生の皆様に
喜んでもらえる体育祭にすることができました。学生だけでなく、教
職員も楽しめる4年ぶりの体育祭になったと思います。
　10月8日（土）、9日（日）は3年ぶりに蒼天祭を会場開催することがで
きました。今年の蒼天祭のテーマは『Re:boot～私たちの青春～』で

した。対面授業や会場開催の蒼天祭が戻ってきたことで、新たに気
持ちを再起動（reboot）したいという気持ちを込めました。学内では
それぞれのゼミ・サークルの特色を活かした展示や様 な々模擬店
が出展されました。さらに蒼天祭の最後には花火の打ち上げを行
いました。秋の夜空に280発の様 な々花火が打ち上げられ、２日間を
明るく彩りました。２日間合わせて1,000名程のお客さまにご来場して
いただくことができました。アミューズメントやSO-TEN LIVEの取り
止め、一部の団体には感染対策のため展示の変更をしていただく
など規模を縮小しての開催でしたが、新たな形の蒼天祭を楽しん
でいただけたと思います。
　数年ぶりの体育祭・蒼天祭で学生実行委員会としても慣れない
部分が多 あ々りましたが、両イベントとも無事に成功したことを嬉しく
思います。今年は以前までとは違い、各所に新型コロナウイルス感
染症対策を施さなくてはならず、例年通りに開催できないもどかしさ
がありました。そんな中でもご助力いただきました教職員の方 や々ゼ
ミ・サークルの皆様、ご協賛を頂きました同窓会や企業の方々、ご来
場頂きました同窓生や地域の皆様のおかげで体育祭・蒼天祭が良
い思い出となりました。心より御礼申し上げます。来年度以降もより良
い体育祭、蒼天祭を開催してまいります。学生実行委員会一同、来
年以降も努力してまいりますので今後ともよろしくお願い致します。
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